




要約:白血病の晩期障害とインスリン依存生糖尿病学校における対応の問題点を明かにし

た。慢性疾患児については自己効力感をたかめる教育が重要と考えられた。成人した小児

慢性疾患児は半数以上が小中学校生活に問題があったと考えており、内容は学業の遅れ、

体育への参加とその評価、学校行事への参加、いじめ、教師の無理解等であった。学校で

病気療養児と認めている子ども(全生徒の 0.4%)の他に慢性疾患をもった多くの子どもが

いること(同 0.6%)、教育に関わっているのは大部分が普通教師であること、院内学級は

不足しているがこれで対応すべき子どもは少ない(同 0.04%)ことが明かになった。


